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1前 2 ○ 5 オムニバス

― 0 2 0 5

1前 2 ○ 1 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1

1通 2 ○ 3 兼1

1後 2 ○ 16 3 兼2

― 4 6 0 16 4 兼3

1前 2 ○ 1 集中

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 隔年開講

1後 2 ○ 1 隔年開講

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 集中

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1 隔年開講

1後 2 ○ 1 隔年開講

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1 集中

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1通 2 ○ 兼1

1通 4 ○ 2 兼1

2通 4 ○ 1 兼2

1通 4 ○ 1 兼1

2通 4 ○ 1 1

― 0 48 0 13 2 兼7

2通 4 ○ 16 3 兼2

2通 4 ○ 3 1

― 0 8 0 16 3 兼2

― 4 64 0 18 4 兼8

―

福祉教育方法論

福祉サービスマネジメント特講Ⅰ

福祉サービスマネジメント特講Ⅱ

ソーシャルワーク論

地域福祉論

医療福祉経営演習Ⅱ

―

学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係、経済学関係

合計(28科目)

小計(2科目)

学位又は称号

―

研
究

科
目

修士（医療・福祉マネジメント）

実践研究

90　　 　分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　本研究科を修了するためには，１）２年以上在学し，２）所定の科目
（「基礎演習」「研究基礎」の必修２科目と，「福祉サービスマネジメント
概論」「経営管理概論」「研究方法概論」のうちいずれか２科目，及び「福
祉サービスマネジメント演習Ⅰ」「同演習Ⅱ」の計８単位か「医療福祉経営
演習Ⅰ」「同演習Ⅱ」の計８単位のいずれか，並びに「特別研究」「実践研
究」のいずれか１科目）を含む30単位以上を修得し，かつ３）必要な研究指
導を受けた上で修士論文を提出し,審査に合格することの３つを要する。但
し，課題報告の提出をもって修士論文に代えることも可能とする。課題報告
は，計３本の提出が必要であり，それぞれ審査の上，合格すれば修士論文に
代えて修了を認めるものとする。

授業期間等

一学年の学期区分

1学期の授業期間

1時限の授業時間

15　　 　週

2　　　　期

導
入

科
目

基
礎
科
目

専
門
科
目

保健･医療･福祉サービス論

医療福祉経営演習Ⅰ

ケアマネジメント論

福祉産業論

小計(20科目)

福祉環境デザイン論

教 育 課 程 等 の 概 要

（医療・福祉マネジメント研究科医療・福祉マネジメント専攻修士課程）

会計学

特別研究

医療福祉経済論

科目
区分

福祉サービスマネジメント概論

小計(1科目)

福祉社会システム論

授業科目の名称

授業形態

―

研究方法概論

―

経営管理概論

配当
年次

単位数

小計(5科目)

私の研究テーマと研究方法

備考

専任教員等の配置

福祉サービスマネジメント演習Ⅰ

福祉サービスマネジメント演習Ⅱ

基礎演習

研究基礎

マーケティング論

医療福祉経営論

組織マネジメント論

医療福祉政策論


